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令和５年度 保護者による学校評価（まとめ） 

本年度も「蔵前小学校の教育活動について」にご回答いただき、ありがとうございました。集計結果とご意見

の抜粋、及び本校の取組について掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【思いやりの心】 

〇先生が真摯かつ丁寧に取り組んでくれるため、子供が安心して楽しく通学できていて、感謝している。細やか

な連絡もありがたい。（連絡帳へもきちんと対応してくれていて安心できる。） 

〇いつも楽しく通学できている。熱心な先生が多くとてもよい学校だと思う。 

△子供が多過ぎて指導者の目が一人一人に行き届いていないのではないかと感じ、いじめや問題行動などへの取

り組みを強化してほしい。重点的に指導すべき点や少し柔軟に対応するなど、子供への指導の仕方を工夫して、

他害する子供などへの指導もしっかりしてほしい。 

→今後も学年会・生活指導連絡会・いじめ対策防止委員会で情報を共有し学校全体として対応をしていきます。 

【基本的生活習慣】 

〇食育への取組が充実していて、学校給食もおいしいらしく、苦手なメニューが減ってきたのがありがたい。 

△はつらつハッピー貯金は、家庭での時間を消費してしまう。また、把握することが難しい。 

 特に生活習慣の部分は他所の家庭の様子も分からないので、継続するのであれば還元してほしい。 

→保健指導などに活用していきます。 

△歯磨きを再開してほしい。コロナ前のように実施してほしい。 

→児童数に対し、蛇口が少なく、実施が困難。企業と連携しての歯磨き教室など、来年度から６年間を通して

計画的に指導を行っていきます。 

△制服を始めとした学校指定ルールは必要であるのか。（制服の素材なども検討してほしい。） 

→ズボンの選択制など、昨年度より、長ズボン等を導入しました。今後も定期的に検討して参ります。 

【確かな学力の定着】 

○とても丁寧で創意工夫ある教育をしてくれている。 

〇アクティブラーニングの視点があり、子供たちが活発に学習に取り組めているように見受けている。（公開） 

〇専科授業…算数：少人数制で充実しているようである。 社会：分かりやすく知的好奇心を促してくれている。 

      英語：話す楽しさを学んでいる。     図工・音楽：家では学べない新しい感性を育てている。 

△休憩時間が短く、またその時間にも何かすることがあったりして、カリキュラムをとにかくこなすことに偏り、

子供が自発的に学びを楽しんでいるような感じがあまりしない。 

△タブレット関連 

 ・家庭でのタブレット使用ルールについて大変疑問を感じる。子供の性善説だけに頼ってルールを守らせよう

とするのは限界である。各家庭でルールを決めるのであれば、最低限（使用時間の設定、フィルタリング機

能設定）の権限を保護者に委ねてほしい。 

→一人一台端末の配備やセキュリティー等については区で統一して定められています。区の方針に則って使用

ルールを示していきます。いただいた意見については、教育委員会にも報告して共有します。 

 ・タブレットの貸与がない学年があり残念であった。 

 →今年度は、児童へ配布する絶対数が不足していて貸与できませんでした。業者や区へ連絡し、修理端末の返

却をもっと効率よくしてもらえるよう申し入れました。また、予備端末の貸与についても依頼しました。 
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１．思いやりの心を育てる 37.7% 55.9% 8.8% 0.7% 

２．基本的生活習慣の定着 50.0% 48.7% 4.4% 0.9% 

３．確かな学力の定着 35.4% 57.6% 10.1% 0.9% 

４．体力向上を目指した教育 27.9% 53.4% 19.6% 1.5% 

５．特色ある教育活動の推進 48.7% 44.9% 9.0% 0.4% 

６．開かれた学校づくり 48.6% 45.5% 7.5% 1.3% 

回答数 469/648人  

回収率 72.3% 



【体力向上】 

〇体育の授業の進め方や、給食の残り物を少なくする取り組みがとても素晴らしい。 

△未だにプレイロットも工事中で反面使えないなど、工事終了の日程も保護者側には不明であり、子供たちの貴

重なスペースが長期間閉鎖されていることに疑問を感じる。水泳もほとんどできず泳げない子供が多い。 

 →３月の段階で工期が決まり、６月下旬からは水泳指導を始められる予定です。 

△ストレッチやパワーアップカードは、把握することが難しく、学校でも指導してほしい。 

 （成果があるのか疑問、家庭ではできるスペースがないので厳しい。） 

 →成果や内容・取組の見直しを検討していきます。 

△学校の広さと子供の数が合っていず、子供たちが自由に運動できるスペースが少なく、運動をもっとさせてあ

げたいと感じるが、どうにかできないか。（運動面での体験不足を危惧している。） 

△体力テストの学校平均の結果などを見ても、運動面で不安がある。（狭い校内で工夫されているとは思うが） 

 →次年度は、学期毎に種目を決めて体力向上取組期間を設けます。 

△子供が体育がないと残念がっている週があった。（行事等で決まった日に体育ができないことが多かった。） 

 →行事とのバランスを考慮した指導計画を立て、計画的に実施しているため毎週実施できない時もあります。 

△年々児童数が増加しているので、子供たちが運動したり活動したりする場所が少なくなってきている。 

 （学区の区切りを再検討する必要もあるのではないか。） 

 →今ある場所の割り振りの工夫と、体育を中心とした運動の時間と質の確保に努めていきます。 

△他校で行われているような持久走大会や音楽会など、子供たちの日頃の成果を見られるイベントが少ないと思う。 

 （今年が２０周年のイベントなどがあったせいか知りたい。） 

 →音楽会については、隔年で実施しています。保護者に児童の活動を見てもらえる機会はできるだけつくれる

ように計画していきます。 

【特色ある教育活動】 

〇児童数が多く、様々な行事をいかに円滑に行うか苦慮も多いと思う。毎日、子供たちが楽しく安心して通学で

きていて感謝している。学校公開の機会は、とても良いと感じている。 

〇感受性豊かな時期に、音楽活動や蔵前アートミュージアムの開催、食育といった、子供たちのセンスを培い育

成する教育時間を大事にしているところは「この学校でよかった。」と感じている。（他校ではできない体験） 

〇地域とのかかわりも強く安心できる環境づくりを進めていて、子供も地域への愛着が増していて嬉しい。 

【開かれた学校】 

△ホームページの情報の充実や更新頻度を増やして、学校で実施していることをもっと発信してほしい。 

→行事などはホームページで更新していきます。また、緊急連絡などはスマまちを活用しています。 

〇学校便りで、翌月上旬までの予定が出ているのでありがたい。（ただ、変更がある場合は、早めに教えてほしい

し、下校時刻だけでも早めに教えていただけると仕事との調整がつくので助かる。） 

△初期に配布される年間計画で変更があった場合は、なるべく早めに変更の連絡があるとありがたい。 

 →今後も学校・学年だよりで適時お知らせしていきます。変更については決まり次第連絡致します。 

 

【その他】 

△図書室の利用 

  …現在、クラス別の利用になっている。高学年の利用は自由にした方がよいと思う。 

  （ボランティアでカウンターに立っているが、利用が少なく残念に思う。） 

※一人で過ごしたい子もいると思うので、教室以外にも居場所が必要とも思う。 

 →今後、検討してボランティア活用についても提案しています。 

△創立２０周年記念行事として、バルーン飛ばしが行われたが、美しい思い出となったことだけが取り上げられていて、反

対意見があったことが反映されていなかったことが残念であった。 

 →事前事後に校長の言葉や担任からの話の中で、子供達にも伝えました。 

△ランドセルが重すぎるので、荷物を学校に置けるように配慮をお願いしたい。 

→必要のないものは、置いておく対応をしています。今後デジタル教科書の配備に合わせ変更していきます。 

△要支援児童への学校での取り組みが不鮮明である。学年が変わった際の引継ぎが全くされておらず、毎年、春の面談

は本人の特性をいちから説明するだけで終わってしまっている。 

 →引継ぎを適切に行った上で、面談では有意義な話し合いができるようにして参ります。 

△SumaMachiの導入で、学校からのお知らせがデジタル化されたことはよかった。 

 ただ、ログインして使っているのに、欠席連絡や学年やクラスを改めて入力しないといけない点は改善してほしい。 

 →業者に確認して改善できれば対応したいと考えています。 

△PTAの仕事の削減をお願いしたい。 

 →本部役員の方と、PTAの活動について、今の本校の教育活動に沿ったものになるよう協議していきます。 


